
「直ちに実施できる方策」について 

 

矯 正 局 

 

１ 「保護房」収容中のビデオ録画等の義務化 

 

２ Ｃ型肝炎の早期発見及びインターフェロンの投与等治療の充実 

 

３ 処遇（被収容者）関連情報等の定期的な公表 

 

４ 心理技官等専門職員による処遇困難者へのカウンセリングの実

施 

 

５ 「死亡帳」記載の適正化等被収容者死亡時の対応 

 

６ 矯正職員の「相談・提言窓口」の設置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護房収容 
 総合監視卓におけるテレビ映像による動静視察

  ⇒ 動静記録簿等への記録（ビデオ録画義務なし） 

 保護房での職員による定期的な動静視察 
  ⇒ 動静記録簿等への記録 

革手錠等戒具使用 
  ⇒ 戒具使用書留簿・動静記録簿等への記録（ビデオ

録画義務なし，本省・矯正管区への報告不要） 

 
◎ 革手錠使用案件の全件報告

◎ 革手錠使用中全期間の

  
従来の取扱い  

改 善 済 

 

◎ 保護房収容中全期間（２４時間）   義務化

 

予算措置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行刑施設にはＣ型

肝炎感染リスクの

高い者が多い 

（覚せい剤関係受刑

者等） 

肝機能検査は健康診

断の必須項目ではない 

Ｃ型肝炎スクリーニ

ング検査が実施されて

いない 

⇒ Ｃ型肝炎感染者へ

の対応が困難 

過剰収容，膨

大な検査対象 

医療スタッフ

の慢性的不足

 

 

 

◎ 肝機能指標を含む一般血液検査の実施 

◎ Ｃ型肝炎スクリーニング検査の実施 

◎ 医師が必要と認める治療（インターフェロンの投

与等）の実施 

◎ 定期健康診断の外部委託 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  

との批判 

被収容者のプラ

イバシー・施設警

備上の問題等々 

不慣れな対

応，不十分な

情報の公表 

 

◎ 矯正管区による管内処遇情報等の定期的な公表

   ＜具体例＞ 

   管内施設における当該月の，①収容人員の推移，②死因別

死亡者数，③規律違反件数，④事件送致件数，⑤保護房使

用件数，⑥その他 

◎ 死亡事案以外の特殊事案公表基準の策定 

 

 
◎ 死亡事案の公表 
（公表基準の策定）

改善済 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過 剰 収 容 

 

複雑な人間関係・軋轢

   ↓ 
工場就業等集団生活の

忌避 

独居への逃込み 

規律違反多発 

 

 

過 剰 収 容

に 伴 う 業

務 量 増 

 

心情安定，集団生活への意欲喚起等各種働きかけ

（心理学，教育学の専門家である）

心理技官，法務教官によ

る面接・カウンセリング

処遇部門幹

部等（刑務

官）による

職権面接 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政検視実施方

法の不統一等   

各種事務処理 

における不手際  

死 亡 帳 記 載 

の 不 適 切 

検察官等通報 

の在り方 

被収容者死亡時に実施すべき      の策定

◎ 検察官等に通報すべき事案・内容等 

◎ 死亡帳の記載要領 

◎ 行政検視の実施方法等 



 

 

 

 

 

 

 

 職員の意見が反映

されにくい組織 

相談窓口の不足 

職員からの意見具

申制度の不備 

セクハラ相談窓口は

整備済み 
（E メール対応等） 

 

 

矯正局参事官を中心とした相談・提言窓口の設置 

◎ 職員が発信しやすい環境作り（匿名メール等） 

◎ 相談・提言内容の吟味・検討 

◎ 相談・提言の施設運営への反映 

職員の意見を踏まえた風通しの良い施設運営 


